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1. 米軍機の離着陸訓練・低空飛行、オスプレイ配備について 

① ９月１１日に美保飛行場（米子空港）で米軍機の離着陸訓練が実施された。なぜ米軍の訓練実施が

可能なのか伺う。（部長） 

② 訓練予定の前日に離着陸訓練の実施を通知するなど自治体軽視、住民無視も甚だしいと考えるが、

所見を伺う。（部長） 

③ 航空自衛隊美保基地に大型ヘリコプターが配備されようとしている。詳細なる説明を行い、賛否を

含めた十分な協議時間、期間を関係自治体、地元住民に保障すべきと考えるが、所見を伺う。 

（知事） 

④ Ｃ２配備、大型ヘリ配備などは、美保基地の性格を国土防衛からアメリカの引き起こす戦争の出撃

基地へと基地機能を強化するものである。自衛隊と米軍の一体化が強化される美保基地の米軍基地

化・美保基地の機能拡張は許されないと考えるが、所見を伺う。（知事） 

⑤ 島根の空の安全を脅かす日米合意に反する無法な米軍の低空飛行訓練の中止を求め、オスプレイ飛

来、配備に対しては断固、反対すべきと考えるが如何か。（知事） 

 

2. 災害対策について 

① 現在、土砂災害警戒区域は３万１,９８９箇所指定されている。警戒区域には何世帯が居住してい

るのか伺う。（部長） 

② 砂防予算の推移を伺う。また、砂防対策を進める上での課題、問題点をどう認識しているのか伺う。

（部長） 

③ 現時点で、土砂災害・要対策箇所は何箇所あるのか。また、その対策箇所の整備が完了するには、

あと何年かかるのか伺う。（部長） 

④ 県民の命と安全を守ることは、県政の責務である。砂防事業の予算、体制、人員を抜本的に拡充す

べきと考えるが、所見を伺う。（知事） 

 

3. 原発問題・複合災害について 

① 福島第一原発の事故調査・検証委員会がまとめた吉田元所長の聴取記録（吉田調書）、避難者の自

殺は福島原発事故が原因と認定した福島地裁判決について、所感を伺う。（知事） 

② 新規制基準は世界一とは言えないと思うが、所見を伺う。また、杜撰な新基準を世界一と言うこと

自体、新たなる原発の安全神話を広げることになると考えるが、所見を伺う。（知事） 

③ 防災対策の基本は、災害の発生を最小限に抑えて、被害の拡大を防止することにあると考えるが、

所見を伺う。（知事） 

④ 原発事故と豪雨、大雪、大地震などの自然災害が重なった時、避難計画通りに避難することは困難

であると考えるが、所見を伺う。また、原発事故と自然災害が重なった際の複合災害対策を強化す

べきと考えるが、所見を伺う。（知事） 

⑤ 実効ある避難計画・防災対策が未策定のなかで、島根原発再稼働などあり得ないと考えるが、所見

を伺う。（知事） 

 

4. その他 

 


